















































1 Gyから高頻度に focusが現れた．HeLaでは focusが線
量依存性に増加したが，その傾向は A549に比して低かっ
た．【結　語】 A549細胞は非常に不安定で特殊な細胞で
あり，異形核の出現機構は不明であるが，放射線によって
高頻度に出現し DSBも顕著であることが確認された．
３．X線と重粒子線によるDNA二本鎖切断生成の酸素濃
度依存性
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【目　的】 X線と炭素線を用いて，DNA二本鎖切断の生
成頻度と酸素濃度の関係を明らかにする．【方　法】 HeLa
細胞を用いて，低酸素の条件（3，1，0.5，0.1％）で 6.5時
間培養した．X線もしくは炭素線を 3 Gy照射した．ホルマ
リン溶液で固定し，DNA二本鎖切断の指標として，Ȗ -H2AX
を蛍光免疫染色した．Ȗ -H2AXの蛍光強度とフォーカス
数を解析した．【結　果】（1）Ȗ -H2AX蛍光強度は，低
酸素において X線では顕著に減少したのに対して，炭素
線では減少が抑えられた．（2）炭素線によるフォーカスは，
常酸素では大小存在したが，低酸素では小さいものが優先
して消失した．一方，X線によるフォーカスは，酸素濃度
に限らず小さいもののみで，低酸素ではその数が顕著に減
少した．【結　語】 炭素線治療は，放射線抵抗性の低酸素
細胞に対しても有効であることを裏付けることができた．
